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Table 1 反磁性磁化率の文献値 
申請先学部 理学部 
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2   （１） 
より、 
𝜒𝜒 = − 𝑣𝑣𝑡𝑡2
𝐵𝐵0
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 Fig.2 二重ガラス容器   Fig.3 落下実験ボックッス       Fig.4 実験装置 
 
 自由落下開始から約 0.05 秒後に赤外線リモコンからの信号で試料台を上昇させ、試料を微小重力
空間に開放した。このとき磁場勾配により試料は鉛直方向に磁気並進運動を行った。この並進運動を
ハイスピードカメラ（CASIO EX-F1）で 300fpsの動画を録画した（Fig.5）。 
 
 























物質 実験値 [emu/g] 文献値 [emu/g] 
グラファイト -36×10-7 -52×10-7 
ビスマス -7.1×10-7 -13.4×10-7 
ドライアイス -3.3×10-7 -4.77×10-7 
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